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１．はじめに  

 近年，インターネットを通しての物の取引が広

く普及し，多くの人々に日常的に利用されるよう

になっている．しかし，インターネットを通して

商品を選ぶ場合には，商品の大きさを数値で表記

されたサイズと商品の画像で判断するしかなく，

実際に店舗に赴いて商品を見て選ぶ場合に比べて

商品の大きさを把握しづらいというデメリットが

ある． 

 そこで先行研究 1)では，カメラで取り込んだ画像

にコンピューターグラフィックスをリアルタイム

で合成し表示する拡張現実の技術を用いて，実物

大の 3D商品イメージを PCのWEBカメラで取り

込んだ家や部屋の光景に表示して家に実際に商品

が置かれた状況をイメージしやすくした． 

 しかし，先行研究では PCのWEBカメラを用い

たが，PCのWEBカメラは持ち歩くのに向いてな

い物も多く，所有する人も少ない 2)という難点があ

った．そこで今回の提案では，持ち運びが容易で

カメラを内蔵し，さらに近年所有者が非常に増え

ているスマートフォンやタブレットを用いる事に

よって更に有用な物になると考えた． 

 

２．システムの概要 

 本システムでは，図１に示すようにインターネ

ットで購入を検討している商品の実物大の 3Dイ

メージを，利用者のスマートフォンやタブレット

のカメラでマーカー上に表示する． 

 全体の流れとして，商品の販売者は商品の 3Dイ

メージ情報とマーカーの情報を持つ QRコードを

図２に示すように商品を紹介する項目に用意する．

購入を検討している利用者はマーカーを紙に印刷

しておき，QRコードを読み込んでマーカー上に商

品の実物大 3Dイメージを表示する． 

 

図１ システムの概要 

 

 

図２ 実際の商品紹介の画面イメージ 

 

３．実装方法 

 本研究では，metaio creator3)と junaio4)を用い



て実装する．PCに metaio creatorは無料でインス

トールする事が出来るが，ライセンスを購入しな

ければ商品イメージ情報やマーカー情報は一つし

か保持できない．junaioはスマートフォンやタブ

レットに iOS版・Android版どちらも無料でイン

ストールする事ができる．3Dイメージは blender5)

を用いて作成した． 

 

３．１ 販売者 

 商品の販売者はmetaio creator を用いる．拡張

現実技術のマーカーとして使われる画像とマーカ

ー上に表示される商品の実物大 3Dイメージを設

定すると，それらの情報を持つ QRコードが生成

され，それを商品が紹介されている項目に載せる． 

 マーカーの画像は自由に選ぶ事が出来るが，認

識精度に影響するため基本的には本研究で用意し

た画像に統一する．3Dイメージも対応したデータ

であれば自由に選べるが，3Dデータを自力で作成

する事は容易ではないためサンプルとして直方体

型と棚型のシンプルな 3Dモデルを用意した． 

 マーカーの大きさによって実際に表示される

3Dイメージの大きさは左右されるため，実際に紙

に印刷された際のマーカー画像の大きさを指定す

る必要がある．今回は A4の紙に印刷できキリの良

い 200mm×200mmと，認識精度を上げるために

より大きい A3サイズの短い方の辺よりわずかに

小さい 290mm×290mmの二つを用意した． 

３．２ 利用者 

 購入を検討している利用者は junaioを用いる．

商品が紹介されている項目に表示されている QR

コードを読み込み，あらかじめ紙の上に指定の大

きさに印刷しておいたマーカーをカメラで映す事

により商品の実物大イメージをマーカー上に表示

させる事ができる． 

４．実証実験 

 本研究で用いる junaioはマーカーの読み取り精

度に限界があるため，離れすぎるとマーカーが認

識されず 3Dイメージも表示されない．表示できる

距離に近づくと大きすぎるイメージは画面からは

み出てしまい使いづらい．これらの使い心地に関

わる要素は本研究で用いたソフトに依存しており，

アップデートにより改善されてきてはいるものの，

現時点でどれほどの範囲で使えるのかを確かめる

必要がある．そのため，以下の点について今後実

験を行っていく． 

 実際に表示できるイメージの最大サイズ 

 実際に表示できるマーカーからの距離 

 

５．おわりに 

 本研究では拡張現実を用いたインターネットシ

ョッピング支援システムの提案を行った． 

 また，現時点では用意された 3Dモデルを実物と

同じ大きさに設定するためにいくつかの面倒な手

作業を必要とするため，その作業を簡略化できる

方式も考えていく必要がある． 
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